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最新情報は本市ホームページなどで確認してください。

本市の人口（4月末日現在）
人口：32 万 9,585 人（+589）
世帯数：15 万 6,463 世帯（+962）
※（ ）内は前月比を表しています。

今月のお知らせ

今月の納税
問 収納課 ☎０２７-８９８-５８５７
市県民税・森林環境税１期＝７月１日
㈪まで

●夜間・日曜納税相談窓口
６月11日㈫ 17時15分～19時30分
６月23日㈰ ８時30分～12時
場 市役所収納課

納期一覧

年間予定表 InstagramX（旧Twitter） YouTube ひろメールホームページ カタポケLINE

大切なおしらせ

今月の表紙

　表紙は昨年６月にドローンで撮影した赤
城山覚満淵。上の写真は同日に撮影した
鳥居峠からの眺めと白樺牧場です。例年６
月中旬頃まで、ツツジが見頃を迎えます。
本市公式 YouTubeでは上空か
らの動画を公開中。二次元コー
ドからご覧ください。

取材ノート

　第５期ワカモノ記者の初取材で馬場川通
りへ。今期のメンバーは５人。カメラでの撮
影やインタビューが初めてのメンバーも。こ
れから２年間、ワカモノ記者とさまざまな
場所で取材をし、広報紙やインスタグラム
などで発信します。詳しくは本紙 14 ページ
をご覧ください。（小瀬）

4… … 特　集 

…… みんなが輝ける新しい前橋市へ
…… 令和６年度の予算が可決しました
10…… 家庭・事業者・農業者などへ…
………さまざまな取り組みを支援します
12…… 雨の時季がきます…
………災害に備えましょう
14…… 市民編集のページ
16…… 観覧席販売開始…
………前橋花火大会
18……６月中旬に受診シールを発送…
………今こそ受けよう！健診（検診）を
21……ＨＥＡＤＬＩＮＥ
24…… いきいきまえばし人・…
………魅力発見！ひろがるスロー 前橋・赤城
25…… クローズアップ
26……くらしの情報
	 26 お知らせ		  30 催し
	 32 募集・スポーツ	 34 講座・教室
	 36 税・事業者向け・その他の情報
	 37 子育て世代	 39 シニア世代
	 40 健康		  42 休日当番医

水遊びをする機会が増えるこれからの季節。安全に楽しむために、次のことに注意してください。
夏に向けて水辺の事故に備えましょう 問 中央消防署 ☎０２７-２２０-４５２３

●水辺の安全教育とライフジャケット着用の重要性
　毎年、夏のレジャーシーズンになるとニュースなどで目にする悲しい水難事故。水辺で安全
に遊んだり活動したりするには、正しい知識と装備が必要です。本市では、消防隊員を中心と
した水難事故予防自主研究グループを立ち上げ、令和３年から小中学校などの外部講師とし
て、ライフジャケットを活用した水辺の安全教育に取り組んでいます。川や海での事故だけで
なく、洪水（水災害）などの防災面でもライフジャケットを着用して避難することが、大切な命
を守るために重要です。水辺の安全知識を身に付けるとともに、装備の準備もしてください。

市水難事故予防自主研究グループ代表
中央消防署・長塩 典久

　ため池に転落する水難事故が全国で多発しています。ため池は浅く見えていて
も、急に深くなっていることが多くあります。誤って転落すると大きな事故につなが
る危険性も。農作業が盛んになる時期は、ため池の水位も高く、大変危険な場所で
す。絶対に立ち入らないでください。ため池に入り遊んでいる人を見つけた時は声掛
けをするなど、事故防止の注意喚起をお願いします。

農業用ため池の水難事故に注意 問 農村整備課 ☎０２７-８９８-６７１５

●ライフジャケットを着用して
　水辺の事故に遭遇した場合、ライフジャケットを着用
していると生存率が90％になり、着用の有無が生死を
分ける要因となっています。「これぐらいの深さなら大
丈夫」と安易に考えず、大人も子どももライフジャケッ
トを正しく着用し、水辺を安全に楽しんでください。

●溺れそうになったら「背浮き」で浮いて待って
❶ 両腕を頭上で広げて伸ばす
❷ 顎を上げ、お腹を突き出して体を反らせる
❸ 浮力があるため、衣類や靴は着用したまま

体に合ったサイズを選ぶ バックルを付け、チャック
やバンドをしっかり締める。
股ひもがあるものは、必ず
付ける

体にフィットしたか確認
する

動画「ライフジャ
ケットの着方」

動画「ういてまて」

●溺れている人を見つけたら
■ 近くの人に助けを求めて、１１９番通報　
■ 近くにある浮く物を渡す　
■ 「背浮きで、ういてまて」と励まし続ける

水に入って助けに行くことは、自分も巻き込まれる
可能性があります。絶対にやめてください。
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